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確
実
な
未
来
、 

超
高
齢
化
社
会

　

今
、
日
本
の
直
面
す
る
最
大
の
課
題
は

超
高
齢
化
社
会
で
あ
る
。
確
実
に
来
る
近

未
来
で
あ
り
、
そ
の
衝
撃
は
大
き
い
。
し

た
が
っ
て
、
シ
ニ
ア
に
関
す
る
科
学
的
研

究
、
老
人
学
（
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
）
は

現
在
最
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
る
。

　

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
は
平
均
寿
命
の
伸
び
や
出
生
率
の
低

下
に
よ
り
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、

す
で
に
２
０
０
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
人

口
が
20
％
を
超
え
、
２
０
１
５
年
に
は

25
％
す
な
わ
ち
4
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。
さ
ら

に
２
０
３
０
年
に
は
75
歳
以
上
が
25
％
に

な
り
、
65
歳
以
上
は
実
に
32
％
に
な
る
。

高
度
成
長
期
に
都
市
に
流
入
し
た
人
口
が

多
か
っ
た
た
め
、
実
は
大
都
市
圏
ほ
ど
高

齢
化
は
加
速
す
る
。
こ
れ
に
伴
う
経
済
規

模
の
縮
小
、
産
業
の
衰
退
、
そ
し
て
社
会

全
体
の
活
力
の
低
下
、
年
金
財
源
の
枯
渇

が
重
大
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対

応
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
設
計
と
構
築
、
医
療
改
革
、
高
齢
者

が
働
き
や
す
く
な
る
環
境
の
整
備
や
雇
用

の
促
進
、
高
齢
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
シ

ニ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
、
労
働
力
減
少

を
補
う
た
め
の
教
育
改
革
な
ど
様
々
な
対

処
す
べ
き
課
題
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
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の
よ
う
な
課
題
に
応
え
る
べ
き
研
究
が
、

ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
（G

erontology

）

と
い
う
学
問
分
野
で
あ
る
。

老
人
学 

（
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
）の 

学
術
俯
瞰

　

そ
こ
で
ま
ず
、“
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
”

を
ク
エ
リ
（
検
索
語
）
と
し
て
文
献
を
収

集
し
、
引
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
を
行
っ

た
の
が
図
1
で
あ
る
。
図
か
ら
読
み
取
れ

る
よ
う
に
、
機
能
低
下
、
運
動
能
力
、
認

知
能
力
、
癌
、
心
臓
病
、
憂
鬱
、
心
不
全
、

高
血
圧
、
泌
尿
、
睡
眠
障
害
な
ど
老
化
に

伴
っ
て
生
じ
る
様
々
な
障
害
の
種
別
ご
と

に
研
究
が
分
か
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ロ
ン
ト

ロ
ジ
ー
は
、
高
齢
者
や
高
齢
社
会
の
諸
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
医
学
、
理
学
、

工
学
、
法
学
、
経
済
学
、
教
育
学
、
心
理

学
な
ど
の
幅
広
い
見
地
か
ら
老
齢
化
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
学
問
と
さ
れ
て
い
る

が
、
少
な
く
と
も
こ
の
図
か
ら
判
断
す
る

限
り
そ
う
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と

こ
ろ
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
は
い
わ
ゆ
る
エ

イ
ジ
ン
グ
研
究
で
あ
り
老
人
医
学

（G
eriatrics

）
の
域
を
超
え
て
い
な
い

と
言
え
よ
う
。（
図
中
の
年
号
は
そ
の
論

文
集
合
の
平
均
発
行
年
で
あ
る
）

　

す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
含
む
論
文
の
多
く
は
老
人

を
対
象
と
し
た
医
学
研
究
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
医
学
系
の
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
段
階
の
老
人
学

の
研
究
は
、
病
み
易
い
存
在
で
あ
る
老
人

を
ど
の
よ
う
に
治
療
す
る
か
と
い
う
課
題

に
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ロ
ン
ト

ロ
ジ
ー
が
老
人
医
学
（
ジ
ェ
リ
ア
ト
リ
ッ
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憶
や
学
習
と
い
っ
た
認
知
能
力
に
関
す
る

領
域
、
＃
５
の
住
環
境
や
、
居
住
地
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
社
会
と
の
関
係
性
と

い
っ
た
生
活
環
境
、
＃
６
の
栄
養
と
老
化

の
関
係
、
老
人
特
有
の
睡
眠
障
害
な
ど
の

加
齢
学
、
＃
7
の
動
物
を
用
い
た
老
化
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
礎
研
究
、
＃
８
の
老
人

特
有
の
心
配
事
や
ス
ト
レ
ス
、
回
想
法
を

用
い
た
憂
鬱
の
克
服
と
い
っ
た
研
究
領
域

が
存
在
し
て
い
る
。

　

老
人
学
（
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
）
に
関

す
る
論
文
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
は
、

医
学
系
の
論
文
誌
の
“
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ

ジ
ー
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
も
つ
研
究
論
文

よ
り
も
、
老
い
に
関
す
る
多
様
な
課
題
に

よ
り
俯
瞰
的
に
向
き
合
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
す
な
わ
ち
図
２
の
方
が
俯
瞰
的
視
野

に
立
っ
た
研
究
が
多
い
こ
と
は
、
新
し
い

分
野
を
つ
く
る
こ
と
が
研
究
分
野
に
新
し

い
名
前
や
予
算
を
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

新
し
い
学
術
雑
誌
を
創
刊
し
、
研
究
者
の

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ 

エ
イ
ジ
ン
グ
の
研
究
が 

今
後
の
課
題

　

し
か
し
、
老
人
学
（
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ

ジ
ー
）
の
研
究
が
、
老
人
と
は
体
が
動
か

な
く
な
っ
た
り
、
目
や
耳
が
悪
く
な
っ
た

ク
ス
）
か
ら
派
生
し
て
成
長
し
て
き
た
と

い
う
歴
史
的
経
緯
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
研
究
分
野
が
派
生
し
て

成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
派

生
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
分
野
の
研
究
者

の
多
く
が
元
の
分
野
の
研
究
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
医
療
系

の
研
究
が
多
く
な
り
、
論
文
も
ま
た
医
療

系
の
学
術
雑
誌
に
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
も
に
投
稿
さ
れ
掲

載
さ
れ
る
。

　

次
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
社
の
学
術
雑
誌
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
Ｊ
Ｃ
Ｒ
中
の
“
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ

ジ
ー
”
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
登
録
さ
れ

て
い
る
全
て
の
論
文
誌
の
、
全
て
の
文
献

の
論
文
情
報
を
収
集
し
、
引
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
が
図

２
で
あ
る
。

　

♯
１
の
機
能
低
下
に
は
、
老
化
に
伴
っ

て
生
じ
る
障
害
や
病
気
、
足
腰
や
視
聴
覚

の
機
能
低
下
と
い
っ
た
研
究
テ
ー
マ
が
含

ま
れ
る
。
＃
2
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
で
は
介
護
に
お
け
る
家
族

の
参
加
や
、
世
代
間
交
流
、
祖
父
母
と
孫

の
関
係
、
そ
れ
ら
に
伴
う
感
情
や
情
動
の

変
化
と
い
っ
た
こ
と
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。

♯
３
の
介
護
と
ケ
ア
で
は
、
介
護
へ
の
信

頼
性
や
、
家
庭
で
の
介
護
、
認
知
障
害
、

老
い
る
と
い
う
こ
と
へ
の
心
構
え
と
い
っ

た
こ
と
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
研
究
分
野
と
し
て
、
＃
4
の
記

り
、
病
気
に
か
か
り
や
す
か
っ
た
り
す
る

弱
い
存
在
で
あ
る
か
ら
、
治
療
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
研
究
が
多

い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
現
在
の
老
人
学

の
研
究
で
は
、
超
高
齢
化
社
会
の
、
生
活

の
質
向
上
や
豊
か
な
老
後
と
い
っ
た
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
な
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
「G

lobal A
ge-friendly 

C
ities: A

 G
uide

」
と
い
う
興
味
深
い

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。
同
報
告
書
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
活
き
活
き
と
し
た
老
後

（A
ctive A

ging

）
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
条
件
は
、
健
康
や
介
護
な
ど

の
社
会
的
な
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

住
居
や
移
動
手
段
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
の
物
理
的
な
環
境
の
整
備
、
そ

れ
に
よ
っ
て
行
動
が
制
限
さ
れ
ず
活
き
活

き
と
街
を
闊
歩
で
き
る
こ
と
、
自
由
に
な

る
ゆ
と
り
あ
る
お
金
が
あ
る
こ
と
、
自
分

の
事
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
、
仕
事

や
市
民
生
活
を
通
し
て
社
会
的
活
動
に
参

加
で
き
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
を
通
じ
て

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
小
宮
山
宏
先
生
が
提
唱
し
て
い
る
プ
ラ

チ
ナ
社
会
の
構
想
は
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ

イ
ジ
ン
グ
推
進
の
活
動
で
あ
り
、
そ
の
学

術
研
究
分
野
を
拓
く
べ
く
東
京
大
学
に
プ

ラ
チ
ナ
学
の
寄
付
講
座
を
本
年
開
設
し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
構
想
と
は
、
こ
の
超
高
齢
化
社

会
を
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
今
日
的

課
題
と
併
せ
て
克
服
す
る
挑
戦
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
基
本
的
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
❶
快
適
な
自
然
環
境
の
再
構

築
さ
れ
た
社
会
❷
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

心
配
な
い
社
会
❸
老
若
男
女
が
全
員
参
加

で
き
る
社
会
❹
雇
用
の
安
定
し
た
社
会
❺

生
涯
を
通
じ
て
成
長
で
き
る
社
会
、
で
あ

る
。

　
老
人
学
の
研
究
の
結
果
は
、
70
歳
く
ら

い
ま
で
は
言
語
能
力
や
日
常
の
問
題
解
決

能
力
は
向
上
し
、
死
の
２
年
ほ
ど
前
ま
で

は
こ
の
能
力
は
維
持
さ
れ
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
そ
し
て
、
加
齢
と
健
康
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
研
究
成
果
は
「
幸
せ
な
加
齢
の
５

条
件
」
と
は
、
❶
栄
養
❷
運
動
❸
人
と
の

交
流
❹
新
し
い
概
念
の
受
容
性
❺
前
向
き

な
思
考
、
で
あ
る
と
い
う
。
高
齢
化
を
単

純
に
マ
イ
ナ
ス
に
考
え
て
は
い
け
な
い
の

だ 

。
（
詳
細
は
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
参
照http://w

w
w

.platinum
-

handbook.jp/

）

#1 機能低下
843 論文, 2000.9

#2 運動能力
546 論文, 2004.5

#4 癌
354 論文, 2003.9

#3 認知能力
429 論文, 2003.9

#5 心臓病
349  論文, 2002.5

#6 憂鬱
326 論文, 2003.6

#7 心不全
276 論文, 2004.1

#8 高血圧
149 論文, 2000.8

#9 泌尿
146 論文, 2002.9

#10 睡眠障害
139  論文, 2003.6

【図１】老人学（ジェロントロジー）学の学術俯瞰マップ

#1 機能低下
5,468 論文, 1998.8

#2 社会ネットワーク
によるサポート
4,966 論文, 1996.8

#4 認知能力
3,254 論文, 1996.7

#3 介護とケア
4,961 論文, 

1995.8

#5 生活環境
1,305 論文, 1984.6

#6 加齢学
962 論文, 1991.3

#7 加齢のメカニズム
585 論文, 1994.9

#8 憂鬱
547 論文, 

1996.9

【図２】老人学（ジェロントロジー）学俯瞰マップ （老人学に関連する全ての論文誌）

p37-39_現代社会を俯瞰する【三】.indd   38-39 12.12.21   8:51:17 PM


